
幼保小教育交流事業活動報告

令和７年度幼保小教育交流事業【栄地区】

「子どもの育ちと学びをつなぐ幼保小の交流と連携」

～架け橋期のカリキュラムの充実に向けて～



令和７年度テーマ「子どもの育ちと学びをつなぐ幼保小の交流と連携」
～架け橋期のカリキュラムの充実に向けて～

【テーマ設定の理由】
栄区では、園児・児童の十分な理解と情報の共有化が円滑な接続を支えており、子ども達の健やか
な成長を育む基盤となっている。また、幼稚園・保育園での主体性を大切にした活動が小学校の教育
活動に生かされ、児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことにつながることを強く意識し、
「子どもの育ちと学びをつなぐ幼保小の交流と連携」というテーマで、子どもの姿を通しながらブ
ロックごとの実践を中心に活動を進めている。
また、小学校学習指導要領や幼稚園教育要領、保育所保育指針において、幼児教育と小学校教育と
の円滑な接続の重要性が明確に位置付けられ、遊びや学習を通して資質・能力を育成していくことが
求められている。さらに国の動向として、年長児4月から1年生3月までの2年間を「架け橋期」とし、
生涯にわたる学びや生活の基盤をつくる重要な時期として、この時期のカリキュラムを充実させてい
くプログラムが進められている。園児と児童の交流はもとより、保育者・教職員の交流や連携の大切
さと必要性を再認識するとともに、子ども達が自己を発揮しながら主体的に学びに向かうことができ
るよう、～架け橋期のカリキュラムの充実に向けて～をサブテーマとして、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を手掛かりに子ども一人ひとりの姿を大切に捉えながら、幼児期の学びと小学校教
育の学びがつながる架け橋期のカリキュラムの充実を図る取組を進めていきたい。3年目のテーマを
継続することで充実を図っていけるようにしたい。



栄地区について

幼稚園・・・・・・９園

保育園・・・・・２０園（うち認定こども園３園）

小学校・・・・・１５校

全 ４４校・園

地域ごとに７つのブロックに分かれ、交流や公開保育、
授業参観などの活動をしています。



●園長・校長会(年間２回開催)
・６月・２月に開催
・栄区としての活動を協議
・各交流ブロックごとに取組を立案、振り返り
・情報交換

●実行委員会(年間５回開催)
・年度計画立案
・研修会等の計画・運営
・ブロック別交流の進め方検討
・事業のまとめ、次年度計画



令和７年度栄区事業報告
●第１回実行委員会５月１日（木）
・自己紹介・令和７年度の事業内容についての確認他

●第２回実行委員会５月１６日（金）
・園長校長会の運営について・幼稚園参観、講演会について他

●第３回実行委員会１０月２日（木）
・ブロックごとの参観について・講演会打ち合わせ・役割分担他

●第４回実行委員会１２月４日（木）
・講演会打ち合わせ・第２回園長・校長会の運営について

●第５回実行委員会３月５日（木）
・令和７年度の反省とまとめ
・令和８年度にむけて令和８年度テーマ設定他
★幼稚園・保育園・小学校参観９月～２月
・各ブロックで幼稚園・保育園・小学校参観
※別のブロックからも参観できるようにした



●第1回園長・校長交流会
６月３日（火）15:00～
栄区役所１０１・１０２号
・栄地区テーマについて
・栄地区事業計画について
・交流ブロックについて
・推進地区の取組について
・接続期カリキュラム推進地区
の取組について
・情報交換他

●第２回園長・校長交流会
２月１７日（火）15:00～
栄区役所１０１・１０２号
・令和７年度事業報告
・補助金決算報告
・担当者会取組報告
・健やか子育て講演会報告
・推進地区からの報告
・各ブロックの話し合い
・情報交換他

●園長・校長交流会



●健やか子育て講演会

講師一般社団法人シーズグロースコーチング 代表理事 橋口奈生先生
（ 栄 ）区実行委員会

テーマ
「子どもに安心感を与え、本音や思いを引き出す聴き方
コーチングコミュニケーション《傾聴》」

内 容

【 信頼関係の土台は「安心・安全」 】
人は安心・安全を感じたときに心を開き、相手の言葉を深く受けとる。逆に、危険だと感じた時にはガードを固くし、影響を受け
ないようにする。
つまりコミュケーションとは、「上手に話す能力」よりも、「安心な関係を作る能力」が大切ということである。
【 聴く 】
コミュニケーションの主体は「話す人」ではなく、「聴く人」。しかし、実際は聴かれていないと感じる人はとても多い。
(1)どんな聞き方をされているから「聴かれていない」と感じるのか。

→ 適当な相槌、時計を見る動作など。 → 「でも・・」との発言。話題の乗っ取り。
(2)人は聴かれないとどうなるのか？

→ 寂しい気持ち、孤独感。
人間はお互いに関わり、協力をすることでお互いの存在を確認し合う生き物。
生物学的にも心理学的にも孤独し、ひとりぼっちになるのは生存の危機を意味することになる。
また、聴かれると、自分が受け入れられると、安心感、信頼感が生まれ、心に余裕ができる。
すると、人を受け入れられるようになり自ら動き出す原動力となる。
【 傾聴 】
(1)自分の価値観をひとまず置いて、評価、批判、判断をしないこと。(2)あるがままの相手をそのまま聴くこと。(3)意識的に、
興味をもって相手の話を聴くこと。(4)相手を信じて待つこと。(5)たとえ、自分と意見が違っても受けとめること（受け入れなくと
もよい）。
【 参加者の感想 まとめ 】
本講演会では、「聞く」「聴く」「傾聴」の違いを学び、参加者の多くが自身の関わり方を振り返る機会となった。傾聴は子育てだ
けでなく、保育や職場、家庭などあらゆる人間関係の土台であり、短時間でも質の高い関わりを意識したいという前向きな声が
多く聞かれた。

講 師 般社団法人 シ ズグロ スコ チング代表理事 橋口 奈生氏



栄地区では、各ブロックが

交流や連携を具体的に進め

られるよう、令和６年度よ

り『担当者会』を開催して

います。

●担当者会について



今年度は６月２４日（火）

に開催。

３６校・園（全体の８割）

の担当者が集まりました。



こども青少年局幼保小連携担当の阿部圭子先生をお招きし、

『架け橋カリキュラムデザインシート』についてのミニ研修を実施。



実際に『架け橋カリキュラム

デザインシート』を利用して

意見交換をしました。



また、研修後には「どのよ

うな交流をしていきたい

か」「どのような連携がで

きるか」話し合いました。



この日の計画をもとに、各ブロックで様々な交流・連携に取り組んでいます。

＊主な活動例＊

・学校での交流

・花のプランター栽培

・公開保育・授業、

施設見学 など











 

Ｅブロック活動報告 
本郷小学校・桜井小学校 

鍛冶ヶ谷カトリック幼稚園 
静心幼稚園 

認定こども園中野幼稚園中野どんぐり保育園 
スタートカリキュラム 

４月 
             

              

 

 
 
小学校生活のスタート。幼稚園

の先生たちと一緒に、歌や手遊

びを楽しみました。 

職員研修 ７月 
 

 

 

 

 

幼稚園・保育園で３月まで

に、小学校で４月に取り組む

とよいことや今後、どのよう

な交流をしていきたいかを話

しました。 

スタートカリキュラム 
 ８月 

        

 
 
 
 
 

夏休み明け、小学校でのスター

トカリキュラム夏の様子を幼稚

園の先生たちが参観しました。

その後、園内研修もしました。 

公開保育 １１月 

認定こども園中野幼稚園中野ど

んぐり保育園の保育を参観しま

した。当日は芋ほりをしてい

て、芋を大事そうに抱えている

姿やつるで遊んでいる姿が見ら

れました。 

交流会 １０月 
             

              

 

 
 
 

 

 

１年生が幼稚園に行きました。年長児

とグループになって、ゲームやダン

ス、折り紙をして、仲を深めました。 

交流会 １・２月（予定） 
年長児が小学校に行きます。１年生が学校案内をします。 

ランドセルや教科書等を使う学校生活体験、授業の体験をします。 

一緒に遊ぶ時間もあります。 

 







〈全体を振り返って〉
【成果】
・連携事業３年目で見通しをもって、会や交流を進めることができた。
・担当者会では「架け橋リーフレット」を活用したミニ研修を行った。今回2年目の取組みであったが、職員
同士の顔が見えるかかわりがさらに進み、それぞれの活動が充実した。園や学校が遊びを通してどのように学
んでいるのか、互いを知るきっかけになり、その後の交流活動にも役立った。
・ブロック毎に保育や授業を見合うことで、子どもたちの過ごしている環境の違いや工夫されている点など、
学ぶことがたくさんあった。
・特別支援学校の見学もさせてもらい、子どもたちが安心できる様々な環境整備がされていることが分かった。
・健やか子育て 講演会では、多くの保護者に参加し、参加者同士が交流できる場面もありとてもよかった。
・５年生が総合的な活動で、園と関わる姿が見られた。高学年の主体的な活動を通して次年度の幼保小交流に
生かしていくことができると考えた。
・1年生は、年長さんと関わることにより、一年前の自分と今を比べたり、相手の立場に立って考えるという
ことができるようになってきた。
・学校が楽しい、学ぶことが楽しい、友達と一緒が楽しい、楽しい学校生活は自分たちで創っていくことがで
きる、と思える子どもが増えてことが最大の成果と考える。

【課題・今後に向けて】
幼保小連携事業の取組みが、校内・園全体で行われているところもあれば、まだまだそうでないところもあ
る。今後は、どの学校・園でも、担当者だけでなく全職員に取り組みを周知し、職員全体でテーマを共有して
進めていきたい。また、来年度は持続可能な事業として引き継ぐために、情報の共有やデータ化を行い、より
連携を深めるよう取り組みたい。
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